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令和３年第３回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和３年６月７日 

午前１０時００分開会 

於     議 場 

１．議事日程（第１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について 

報告第 ２号 令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）に

ついて 

報告第 ３号 令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（下水道事業特

別会計）について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 議案第２５号 押印廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

日程第 ８ 議案第２６号 氷川町公園条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第２７号 氷川町災害対策本部条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第２８号 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議案第２９号 氷川町地区公園条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第３０号 令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１号）について 

日程第１３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 

２．本日の会議に付した事件 

議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 西 尾 正 剛          ２番 木 下   厚 

３番 河 口 涼 一          ４番 清 田 一 敏 

５番 長 尾 憲二郎          ６番 吉 川 義 雄 

７番 上 田 俊 孝          ８番 三 浦 賢 治 
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９番 上 田 健 一         １０番 松 田 達 之 

１１番 片 山 裕 治         １２番 米 村   洋 

 

４．欠席議員はなし。 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  平 山 早 苗     書 記  小 田 尊 之 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣     副 町 長  平   逸 郎 

教 育 長  太 田 篤 洋     総 務 課 長  濤 岡 美智代 

企画財政課長  増 永 光 幸     税 務 課 長  岩 本 博 美 

町 民 課 長  尾 村 幸 俊     福 祉 課 長  山 本 昭 義 

農業振興課長  増 住 豪 二     農 地 課 長  前 崎   誠 

建設下水道課長  星 田 達 也     地域振興課長  村 上 孝 治 

会計管理者  橋 本 智 明     学校教育課長  西 田 美 子 

生涯学習課長  荒 平 健 二     代表監査委員  島 田 博 行 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、令和３年第３回氷川町議会定例会を開会します。 

これより本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（米村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、３番、河口

涼一君、４番、清田一敏君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（米村 洋君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月１１日までの５日間としたいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月１１日までの５日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（米村 洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

例月現金出納検査が実施され、報告書が提出されていますので報告します。 

次に、八代広域行政事務組合議会令和３年２月定例会が開催され、会議録が提出

されていますので報告します。 

次に、令和３年第１回八代生活環境事務組合議会定例会が開催され、会議録が提

出されていますので報告します。 

なお、これらの報告書及び会議録等は議会事務局に保管してありますので、ご自

由に閲覧願います。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について 

報告第 ２号 令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）に

ついて 
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報告第 ３号 令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（下水道事業特

別会計）について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 議案第２５号 押印廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

日程第 ８ 議案第２６号 氷川町公園条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第２７号 氷川町災害対策本部条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第２８号 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１１ 議案第２９号 氷川町地区公園条例の一部を改正する条例について 

日程第１２ 議案第３０号 令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１号）について 

日程第１３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（米村 洋君） 日程第４、報告第１号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経

営報告についてから、日程第１３、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦につい

てまでを一括議題とします。 

町長の挨拶及び提案理由の説明を求めます。 

町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆さま、おはようございます。 

若鮎踊る初夏の季節を迎えておりますが、皆さま方には日々ご活躍のこととお慶

びを申し上げます。 

本日は令和３年第３回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆さま方

には公私ともに大変お忙しい中に、お繰り合わせ、ご出席をいただきまして誠にあ

りがとうございます。 

また、日頃より町政運営にあたりまして、格段のご理解とご支援をいただいてお

りまして、心より感謝とお礼を申し上げます。 

去る５月１１日に開催をいたしました、八代地区選出の県議会議員の先生方を交

えた意見交換会につきましては、それぞれ貴重なご意見とご提案をいただくととも

に、県議の皆さま方もさっそく、県南振興局等へ意見・具申をいただいたというふ

うに聞き及んでおりまして、大変有意義な意見交換会であったというふうに感じて

おります。今後とも相互に情報を共有しながら、課題解決に向け取り組んでいけれ

ばというふうに考えております。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、１日当たりの新規感染者数は減少し

ているものの、新たな変異型ウイルスが拡大しておりまして、予断を許さない状況

が続いております。熊本県におきましても、まん延防止等重点措置を発令中であり、
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飲食店等の営業時間短縮や不要不急の外出自粛が求められております。今後とも危

機感と緊張感を持って生活をするとともに、冷え込んだ地域経済の活性化に向けた

取り組みが急務と考えております。 

新型コロナウイルス感染症関連対策につきましては、まず感染予防ワクチン接種

につきまして、町内の高齢者施設入所者及び職員の２回目の接種が６月４日に完了

をいたしました。一般の高齢者の接種も一部の医療機関で５月２４日から実施され

ておりまして、健康センターにおける集団接種も１１日から開始予定であります。 

氷川町元気にがんばる券、町民一人５,０００円の商品券の発行につきましては、

７月１日からの利用開始に向け、先週金曜日６月４日に郵便局のほうへそれぞれ送

致をいたしました。これから約２週間程度で、それぞれのご家庭に届くものという

ふうに思っておりまして、しっかりご活用いただければなというふうに考えており

ます。 

個人住宅用感染予防機械器具の補助事業につきましても活用されておりまして、

５月末現在で購入台数１４１台、補助金額８４９万８,０００円、事業費総額では

１,１２４万円の実績でありまして、家庭内の感染予防と町内業者の販売促進に役

立っているものというふうに思っております。 

まん延防止等重点措置に伴う営業時間短縮支援金につきましては、県が窓口とな

って支給をされることになっております。県と連携して支援をしてまいります。 

ひとり親世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金につきましては、児童一人

あたり一律５万円を支給するもので、児童扶養手当受給者１１１名には５月１１日

に振り込みを完了いたしました。児童扶養手当未受給者等につきましては、随時申

請を受け付けているところであります。 

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金につきましては、今

後システムの改修を行い、対象者の把握と早期に支給ができるよう準備を進めてお

り、関連予算を本定例会に提案をしているところであります。 

さて、本町を含む九州北部地方は、平年より２０日早く梅雨入りをいたしました。

これから本格的な雨期を迎え、水害及び土砂災害等につきましては警戒を怠らず、

留意をするとともに、大きな災害が発生しないことを祈っているところであります。 

本町の防災関連対策につきましては、まず警戒レベルの見直しを行ったところで

あります。従来、避難勧告と避難指示が一つのレベルにございました。これを一本

化いたしまして、避難指示という警戒を発表することといたします。また、避難準

備を廃止し高齢者等避難ということで、これも一本化されたところであります。今

後ともより分かりやすい情報をしっかりと町民の皆さま方にお届けできればなとい

うふうに思っておりますし、早め早めの避難をぜひこれからも呼びかけていきたい
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というふうに思っているところであります。 

地区防災計画につきましては、町内の３９地区全てで見直しが行われております。

令和３年度の見直しは全て完了いたしておりまして、今後、計画に沿った地区ごと

の訓練を実施していただくよう、区長会議及び消防団幹部会議で依頼をしたところ

であります。 

自然災害に対応する緊急避難所、防災公園の整備を計画的に進めております。昨

年度末、野津防災公園が供用開始いたしました。本年度、現在、宮原防災公園の整

備を進めておりまして、７月下旬頃に供用開始を予定いたしております。 

防災行政無線整備事業において、各世帯への戸別受信機の設置が完了しておりま

す。しっかりと活用し、先ほど言いました、それぞれ必要な情報を適時・適切に、

情報を提供していきたいというふうに考えております。 

総合防災マップを作成し、全世帯へ４月に配布したところであります。これまで

ハザードマップ、あるいはそれぞれの計画が別々の冊子になっておりましたけども、

それを一本化したところであります。ぜひ日頃から、このマップに目を通していた

だきまして、いざというときの対応を抜かりなく、準備を進めていただければなと

いうふうに思っております。 

災害を未然に、または最小限に防ぐためには自分の身は自分で守る、自分たちの

まちは自分たちで守るという意識の下、常に危機管理意識を持つことが必要であり

ます。併せて、有事の際の迅速、的確な対応が最も重要でありまして、そのことが

安心・安全の暮らしにつながるというふうに考えております。今後とも危機管理体

制を強化するとともに、各地区の自主防災組織の活動支援を継続して行ってまいり

ます。 

さて、本定例会に提案をいたしておりますのは、報告３件、承認２件、条例の制

定及び一部改正５件、令和３年度氷川町一般会計補正予算１件、諮問１件でござい

ます。 

報告第１号は、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について、報告第２

号は、令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）について、報告第３号

は、令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書（下水道事業特別会計）でありまして、

この後、各課長より報告をさせます。 

承認第２号は、専決処分した令和２年度一般会計補正予算（第１３号）について、

報告し承認を求めるものであります。 

承認第３号は、専決処分した氷川町税条例の一部を改正する条例について、報告

し承認を求めるものであります。 

議案第２５号は、行政手続きの見直しに伴い、申請書類等への押印を廃止するた
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め、押印廃止に伴う各関係条例の整備に関する条例を制定するものであります。 

議案第２６号は、町が管理する公園に新たに整備した宮原防災公園を追加するた

め、氷川町公園の条例の一部を改正するものでございます。 

議案第２７号は、災害対策基本法の一部改正に伴い、氷川町災害対策本部条例の

一部を改正するものでございます。 

議案第２８号は、新型コロナウイルス感染症対策に対応するため、氷川町介護保

険条例の一部を改正するものであります。 

議案第２９号は、下宮はまどん公園から宮原防災公園へ移管することに伴い、氷

川町地区公園条例の一部を改正するものでございます。 

議案第３０号は、令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１号）でありまして、

歳入歳出それぞれ１億５,４１４万１,０００円を追加し、歳入歳出総額をそれぞれ

６６億５,７１１万３,０００円とするものであります。歳入の主な予算として国庫

支出金８,５６８万円、繰越金２,２４０万４,０００円、町債４,３４０万円で、歳

出の主な予算は土木費１億１,９６０万円で、主な内容は道路新設改良費でありま

す。民生費１,２８４万９,０００円、主な内容は子育て世帯生活支援特別給付金関

連でございます。 

諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦について、議会の意見を求めるもので

あります。 

以上、簡単に説明申し上げましたが、具体的な内容につきましては担当課長に説

明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なるご決定をいただきますよ

うお願い申し上げまして、挨拶並びに提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（米村 洋君） これから、報告第１号から順次、詳細説明を求めます。 

農業振興課長、増住豪二君。 

○農業振興課長（増住豪二君） 報告第１号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営

報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、令和２年度有限会

社氷川町まちづくり振興会の経営状況について別紙のとおりご報告いたします。 

まず、事業年度であります令和２年度、営業計画の結果からご報告いたします。 

資料の２ページをご覧ください。 

直売所の①につきましては、高齢の出荷者４名が退会された一方で、新規に入会

された方が６名ありました。売れ行き具合に応じて売場の整理、前出しを行い、売

れ残りの削減をすることで、出荷力の向上に努めました。 

②につきましては、市場などからの仕入れ商品の削減に取り組み、いちご、トマ

トを中心にＪＡやつしろルートの商品の取り扱いを始めました。 

④につきましては、町の農産物ＰＲ販売促進事業に取り組み、テレビＣＭの強化、
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若手農業者を紹介した特別番組の放映など、メディアでの露出を増やすことで集客

力の向上に努めました。また、ホームページや各種ＥＣサイトの利用を積極的に進

め、ネット販売、通販を拡充しました。 

資料の３ページをご覧ください。 

農家レストランの①につきましては、生産者の出荷物を優先、積極的に活用して

います。また、当日、使用する農産物名、生産者名などの生産者情報を店頭に表示

し、お客様の信頼性の向上に努めました。 

②につきましては、新型コロナウイルス感染症対策として、厨房内外の消毒の徹

底、座席数の制限によるソーシャルディスタンスの確保など、対策を徹底しまして

お客様の安心・安全を第一とした営業に努めました。 

おやつ工房の①につきましては、もち米を使ったもち米アイス、旬の果物を使用

した季節のフルーツサンドを新規に開発しました。 

資料の４ページをご覧ください。特産品加工事業の①につきましては、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大により県内外の移動が制限され、積極的、対外的な営業活

動ができない状況にありました。直売所や近隣の取引先での直接販売やインターネ

ットによるリモート営業を続けてまいりましたが、県南フードバレー事業関連企業

との商談など、新たな取り組みによりまして新規の取引先の確保に繋がりました。 

また、加工品におきましても農産物同様、ホームページやＥＣサイトの活用を積

極的に進めていまして、晩白柚もなかや晩白柚ジュレが人気商品になっています。 

続きまして、当期の収支をご報告いたします。７ページの損益計算書をご覧くだ

さい。 

金額欄の数値をご覧ください。上から２段目の数字が売上高合計になりますが、

１億８,８０９万２,３５０円に対して、在庫や経費を引いたものが上から１０段目

の営業損失金額７２８万４４７円になります。この額に営業外の収益や費用を加減

したものが下から４段目の経常損失金額６０５万３,４５２円になります。この額

に法人税等を差し引いて当期純損失金額は、一番下の６２３万６,３２２円となっ

ております。 

次に、６ページの貸借対照表をご覧ください。 

右下、純資産の部で、前期までの繰越利益に当期純損失６２３万６,３２２円を

加えまして、下から７番目の数字になりますが、利益余剰金は３,３３６万６,８７

０円となっております。よって純資産は資本金と合わせ、下から２段目の５,４８

６万６,８７０円を保有しております。 

最後に、９ページをご覧ください。 

これは決算をまとめたもので、売上と販売費及び一般管理費を項目別に計上して
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おります。なお、１,０００円以下は省略いたします。 

売上に関しまして上の表になります。前年との比較で主なものは、直売所で前年

比伸び率が９５.１パーセント、１億１,５９６万円となりました。これは新型コロ

ナウイルス感染症の拡大による影響で、巣ごもり需要の高まりにより、日常使いの

農産物の販売は堅調に推移しましたが、加工品、それからギフト商品など嗜好性の

高い商品の買え控え等により売上が減少しています。 

レストランは前年比伸び率が６５.３パーセント、２,５５７万円となりました。

新型コロナウイルス感染症の拡大による影響で、レストランの利用客数の減少や営

業スタイルの変更、座席数の制限など、感染対策を徹底しての営業となりまして売

上が減少しております。 

外販は前年比伸び率が５５.０パーセント、５３１万円となりました。新型コロ

ナウイルス感染症の拡大による影響で、イベント、販売フェア等の中止により売上

が減少しています。 

加工センターは前年比伸び率が７８.９パーセント、１,２７７万円となっており

ます。新型コロナウイルス感染症の拡大、合わせて昨年の７月豪雨による影響で、

取引先の多くが事業停止、休業、縮小を余儀なくされる状態が続き、取引に大きく

影響しまして売上が減少しています。 

次に、販売費及び一般管理費に関しては下の表になります。前年比較で主なもの

は、１段目の給料手当は３１４万円少なくなり５,１６５万円。これは退職職員の

補充を行わなかったことにより、人件費が減少したためです。 

４段目の雑給は９１７万円少なくなり２２９万円。これはアルバイトの削減によ

り、賃金が減少したためです。 

９段目の荷造運賃発送費は、１３１万円少なくなり１,６２３万円。これはＪＰ

梨カタログ販売などの商品の注文数が減少したことによるものです。 

１０段目の広告宣伝費は、３１６万円増えて８９０万円。これは町の新型コロナ

ウイルス感染症対策事業の農産物ＰＲ販売促進事業の受託により増加したものです。 

１６段目の水道光熱費は２１８万円少なくなり１,０２４万円。これは新電力の

料金値下げにより、電気料金が減少したものです。 

販売費合計は下から８段目で、１億３,４９３万円になっています。 

最終損益は７ページでも説明しましたが、一番下の６２３万円の赤字となってい

ます。 

以上、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営状況について報告を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 報告第２号、令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算書
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（一般会計）についてご説明いたします。 

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和２年度氷川町繰越明許費

繰越計算書について、別紙のとおりご報告いたします。 

１枚開けていただきまして、繰越計算書をご覧ください。令和２年度に議決いた

だきました新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業ほか７事業、翌年度繰越

額合計２億１,６１６万７,０００円です。 

財源内訳としましては、未収入特定財源の国県支出金９,１８７万５,０００円、

地方債１億１,０４０万円、一般財源が１,３８９万２,０００円となっております。 

以上で、報告第２号についての説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 報告第３号、令和２年度氷川町繰越明許費繰越計算

書（下水道事業特別会計）についてご説明いたします。 

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和２年度繰越明許費繰越計

算書（下水道事業特別会計）について別紙のとおり報告します。 

１枚おめくりください。５款、公共下水道費、５項、公共下水道事業費、事業名

公共下水道管路施設修繕改築事業及びマンホールポンプ更新事業につきまして、翌

年度繰越額４,９７３万８,０００円。財源内訳につきましては未収入特定財源とし

まして、国県支出金１,９２０万６,０００円、地方債２,５４０万円、一般財源５

１３万２,０００円でございます。 

以上で、報告第３号の報告を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 承認第２号、専決処分の報告及び承認についてご説明

いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３０日付けで専決処分

した事件について、同条第３項の規定により別紙のとおり報告し承認を求めるもの

です。 

開けていただきまして、１ページをご覧ください。 

専決第１号、令和２年度氷川町一般会計補正予算（第１３号）でございます。第

１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,６４３万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８４億６,７１７万６,０００円とするもの

です。 

７ページの歳出をご覧ください。 

１０款、総務費、５項、総務管理費、１５目、企画費、１２節、委託料６００万

円は、ふるさと応援寄附金の寄附額増加に伴い支援業務委託料に不足が見込まれた
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ため増額したものです。 

８５目、ふるさと氷川応援基金費、２４節、積立金２００万円は、歳入に計上し

ています、ふるさと氷川応援寄附金を基金に積み立てるものです。 

１５款、民生費、１０項、児童福祉費、１５目、保育所費、１８節、負担金補助

及び交付金８４３万７,０００円は、保育所の運営費補助金である保育施設給付費

補助金が不足するため増額したものです。 

続きまして、歳入をご説明いたします。 

６ページをご覧ください。８０款、寄附金、５項、寄附金、５目、一般寄附金、

５節、一般寄附金２００万円は、ふるさと応援寄附金で寄附の増額が見込まれたた

め計上したものです。 

以上が専決第１号、令和２年度氷川町一般会計補正予算（第１３号）の内容でご

ざいます。緊急を要し議会を招集する時間的余裕がないことから、専決処分したも

のです。 

これで、承認第２号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 税務課長、岩本博美さん。 

○税務課長（岩本博美さん） 承認第３号、専決処分の報告及び承認についてご説明い

たします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した事件について、同条第３

項の規定により別紙のとおりご報告し承認を求めるものでございます。 

承認第３号の主な改正内容といたしましては、令和３年度の評価替えに伴う土地

にかかります固定資産税の宅地及び農地の負担調整措置として、令和３年度から令

和５年度までの３年間、価格の下落修正を行う措置等を延長するもの、新型コロナ

ウイルス感染症により社会経済活動や国民生活全般を取り巻く環境が大きく変化し

たことを踏まえまして、納税者の負担感に配慮する観点から、令和３年度に限りま

して、負担調整措置等により税額が増加する土地につきまして、前年度の課税標準

額に据え置く特別の措置を講ずるもの、また軽自動車税の環境性能割の税率を１パ

ーセント軽減する臨時的軽減につきまして、適用期限を９カ月延長しまして、令和

３年１２月３１日まで取得したものを対象とするもの、種別割におきまして講じて

おります燃費性能等、優れた環境に良い軽自動車を取得した年度の翌年度分の税率

を軽減する特例措置について、適用期限を２年延長するものなど、全て法律改正に

伴うものでございます。 

なお、税条例の改正内容は令和３年４月１日から施行する必要がありまして、地

方税法等の一部を改正する法律が３月議会閉会後に国会において成立しました。改

正法律が３月３１日に公布され、議会を招集する時間的余裕がないことから、地方
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自治法第１７９条第１項の規定により、令和３年３月３１日付専決処分したもので

ございます。 

以上で、承認第３号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 議案第２５号、押印廃止に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定についてご説明いたします。 

押印廃止に伴う関係条例の整備に関する条例を別紙のとおり制定するため、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由といたしまして、行政手続きの見直しに伴い、申請書等への押印を廃止

するため、関係条例を整備する必要があるため提案するものでございます。 

改正内容につきましては、３枚目からの新旧対照表でご説明いたします。 

第１条は、氷川町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改

正でございます。指定管理者指定申請書の様式を改めるもので、申請者、代表者氏

名欄の印を削除するものです。 

続きまして、第２条は氷川町固定資産評価審査委員会条例の一部改正でございま

す。第４条第４項を削り、その後の項を繰り上げます。また、第８条第５項中、

「記載し提出者がこれに署名、押印しなければならない」を「記載しなければなら

ない」に改めるものです。 

第３条は、氷川町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正でございます。宣誓

書の様式から氏名欄の印を削除するものです。 

第４条は、氷川町議会委員会条例の一部改正でございます。 

第２９条第１項中「署名または記名、押印しなければならない」を「署名しなけ

ればならない」に改めるものです。 

附則で、公布の日から施行することとしております。 

以上で、議案第２５号の説明を終わります。 

続きまして、議案第２６号、氷川町公園条例の一部を改正する条例についてご説

明いたします。 

氷川町公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、氷川町が管理する公園に新たに整備した宮原防災公園を追加するた

め、条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第２条の表の野津防災公園の次に「名称、宮原防災

公園、位置、氷川町宮原８２番地」を追加するものです。 

附則で、令和３年７月１日から施行することとしております。 
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以上で、議案第２６号の説明を終わります。 

次に、議案第２７号、氷川町災害対策本部条例の一部を改正する条例についてご

説明いたします。 

氷川町災害対策本部条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、災害対策基本法の一部改正に伴い、引用する条ずれを改めるため、

条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第１条中の「第２３条第６項」を「第２３条の２第

８項」に改めるものです。 

附則で、公布の日から施行することとしております。 

以上で、議案第２７号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） 議案第２８号、氷川町介護保険条例の一部を改正する条例

について説明いたします。 

氷川町介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由としまして、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこ

と等に伴い、第１号被保険者に係る介護保険料の減免期間が延長されたため、条例

の一部を改正するものです。 

３枚目の新旧対照表をお願いいたします。 

第１条第１項中、令和３年３月３１日を令和４年３月３１日に改め、第１号以下、

引用する関連法律等の改廃に伴う用語の整理を行うものです。 

なお、この条例は公布の日から施行し、改正後の附則第１条第１項及び次項の規

定は令和３年４月１日から適用するものです。 

これで、議案第２８号、氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について説明

を終わります。 

○議長（米村 洋君） 地域振興課長、村上孝治君。 

○地域振興課長（村上孝治君） 議案第２９号、氷川町地区公園条例の一部を改正する

条例についてご説明いたします。 

氷川町地区公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由といたしまして、施設の管理について下宮はまどん公園から宮原防災公

園へ移管することに伴い、条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

資料をめくっていただきまして、新旧対照表をご覧ください。 
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第２条、設置のところで名称、下宮はまどん公園、位置、氷川町宮原８２番地を

削除し、早尾わいわい広場、それから桜ヶ丘友愛公園とするものでございます。 

施行日につきましては、防災公園条例の設置と同じく、令和３年７月１日から施

行するということにしております。 

以上で、議案第２９号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 議案第３０号、令和３年度氷川町一般会計補正予算

（第１号）についてご説明いたします。 

令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１号）を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものです。 

開けていただきまして、１ページをご覧ください。 

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億５,４１４万１,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億５,７１１万３,０００円

とする補正予算です。 

４ページをご覧ください。第２表、債務負担行為補正です。ペーパーレス化を推

進するため、例規管理業務を見直すもので、期間を令和４年度まで、限度額を４２

１万２,０００円とし、債務負担行為に追加するものです。 

５ページをご覧ください。第３表、地方債補正です。農林水産業債を２,０１０

万円に、土木債を７,０４０万円に限度額を変更するものです。 

続きまして、歳出の主なものについてご説明いたします。 

１１ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、５目、一般管

理費、１２節、委託料２２６万６,０００円は、ペーパーレス会議システムの維持

費軽減のためにシステム構築内容を変更するものです。 

１２ページをご覧ください。１５款、民生費、１０項、児童福祉費、５目、児童

福祉費総務費、１０節、需用費２０万５,０００円からページが変わりまして、次

の１３ページになります。１８節、負担金補助及び交付金１,０００万円までの計

上分につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低所得

の子育て世帯の生活を支援するために、子育て世帯生活支援特別給付金として児童

一人当たり５万円を支給するもので、氷川町での対象者を２００人と見込み、事業

費の全額を国が負担するものです。 

１５目、保育所費、２２節、償還金利子及び割引料１７９万５,０００円は、令

和元年度分の保育対策総合支援事業費、国庫補助金の返還金です。 

２０款、衛生費、５項、保健衛生費、１０目、予防費、１節、報酬３３８万５,

０００円からページが変わりまして、次の１４ページになります。１３節、使用料
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賃借料６６万円までの計上分につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種対

策に伴う会計年度任用職員等に係る経費の不足分と６４歳以下のワクチン接種予約

時の混雑解消のため、スマートフォン、パソコンから２４時間受付できるオンライ

ン予約システムの導入に係る費用を計上するものです。 

１５ページをご覧ください。２５款、農林水産業費、５項、農業費、１０目、農

業振興費、１８節、負担金補助及び交付金１０４万円、攻めの園芸生産対策事業費

補助金は、気象災害対策として自然災害に耐えうる施設の導入を推進するためのも

ので、露地野菜用の強化型単棟ハウスの導入費用の３分の１を県が補助するもので

す。２５目、農地費、１８節、負担金補助及び交付金２６２万５,０００円、県営

事業負担金は、竜北地区湛水防除事業に係る市町村負担金です。３０款、商工費、

５項、商工費、１０目、商工業振興費、１８節、負担金補助及び交付金３４０万７,

０００円、営業時間短縮要請協力金事業負担金は、熊本県が、まん延防止等重点措

置の適用を受けたことに伴い、感染拡大防止対策として営業時間の短縮要請に応じ

ていただいた飲食店に協力金を支給する事業の市町村負担金で、市町村ごとの協力

金支給見込額の１０分の１を負担するものです。事業は申請受付から交付まで県が

主体となり実施するもので、町内の対象を２８店舗見込んでおります。 

１６ページをご覧ください。３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費、１５目、

道路新設改良費の予算計上分につきましては、社会資本総合整備交付金事業であり、

交付金の内示により計上するもので、１４節、工事請負費１億１,０００万円は、

町道島地松本橋線道路改良事業工事他２路線の工事費で、２１節、補償補填及び賠

償金５００万円は、１４節、計上の３路線の工事に伴う電柱移設に伴う補償金です。 

１７ページをご覧ください。４０款、消防費、５項、消防費、１５目、消防施設

費、１７節、備品購入費１３４万２,０００円、一般備品は夜間暗所での消防団活

動を支援するための投光器１台の購入です。２５目、災害対策費、１２節、委託料

２２万５,０００円は、現在整備中であります宮原防災公園の維持管理委託料９カ

月分です。４５款、教育費、１０項、小学校費、５目、学校管理費の予算計上分は、

国の学校保健特別対策事業による新型コロナウイルス感染症対策に係る町内小学校

３校分の保健衛生用品の購入費用で、消耗品費で消毒用アルコールなど、一般備品

で非接触型検温計などを購入するものです。 

１８ページをご覧ください。４５款、教育費、１５項、中学校費、５目、学校管

理費の予算計上分の主なものは、先ほど小学校費でご説明いたしました学校保健特

別対策事業と同様で、新型コロナウイルス感染症対策に係る保健衛生用品等の購入

費用です。４５款、教育費、２０項、社会教育費、５目、社会教育総務費、１２節、

委託料３９万３,０００円は、町指定文化財範囲等請求事件訴訟の判決に伴う控訴
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に係る弁護士委託料です。 

次に、歳入の主なものについて説明します。 

８ページをご覧ください。６５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、１０目、

民生費国庫補助金、１０節、児童福祉費補助金１,１０５万円の新型コロナウイル

ス感染症セーフティネット強化交付金は、子育て世帯生活支援特別交付金に係るも

ので、２５目、土木費国庫補助金、５節、土木費補助金６７３６万３,０００円の

防災安全社会資本整備交付金は、町道島地松本橋線道路改良工事他２路線の道路改

良事業に係るものです。７０款、県支出金、１０項、県補助金、２０目、農林水産

業費県補助金、５節、農業費補助金１０４万円の攻めの園芸生産対策事業費補助金

は、強化型単棟ハウス導入費用に係るものです。 

９ページをご覧ください。９５款、諸収入、２０項、５目、５節、雑入のコミュ

ニティ助成事業助成金１００万円は、消防団用投光器購入に係るものです。 

１０ページをご覧ください。９９款、５項、町債、１５目、農林水産業債、１５

節、合併特例債２４０万円は、県営事業負担金の財源とし、２０目、土木債、７節、

公共事業等債４,１００万円は、道路新設改良事業の財源とするものです。 

１９ページ、給与費明細書以降につきましては、ご覧いただきたいと存じます。 

以上で、議案第３０号、令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１号）について

説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 諮問第１号につきましてご説明をいたします。 

下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条

第３項の規定により、議会の意見を聞くものでございます。 

住所 熊本県八代郡氷川町宮原１１７６番地１０１ 

氏名 甲斐 貴裕 

生年月日 昭和２８年１月３０日生まれでございます。 

同氏は元氷川町役場職員で、在職中は企画課長、総務振興課長の職務経験もあり、

同和問題や人権啓発等に精通をされております。現在は地区の区長として、地区コ

ミュニティの醸成及び地区づくりの中心的役割を果たしておられます。 

これらの経験や実践により、お互いの人格や個性を尊重し支え合うことの大切さ

を伝える人権擁護委員として活躍が期待できますので、候補者として推薦してよろ

しいか、議会の意見を求めるものであります。 

○議長（米村 洋君） 説明が終わりました。 

ここで１０分間、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午前１０時５２分 

再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これから質疑を行います。 

承認第２号について、質疑ありませんか。 

吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 委員会が違いますので、審議できませんので、ここで聞きたい

と思います。 

専決をされたのは３月３０日、企画費、ふるさと納税事業支援業務委託料が不足

するということでしたが、もっと早く分かっていいのではないかなと、私は個人的

には思ったんですね。なぜ、３月３０日の計上になったのか。３月定例議会は９日

から始まっていたと思います。だから、もう少しこの点、なぜこうなったのか。 

それから、６００万円追加するということは、寄附金も相当、あと伸びるという

ことは考えられるんですか。その点をちょっとお聞かせください。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） ふるさと納税の収入金の見込みにつきましてですが、

議会終了後、インターネット関係のふるさと納税が活発になりまして、いわゆる駆

け付け納税といいますか、そういう状況が発生しまして、見込みが少し甘くなった

部分がありました。それに合わせて、業務委託料が発生いたしますので、合わせて、

その出分を含んで、専決処分をさせていただいたところです。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 寄附があるということは、本町にとってはいいことですので、

駆け付けだろうが何だろうが、多いにはよかったなというふうに思います。 

当然のことながら、６００万円が追加されるわけですので、それに見合った、今

後それに伴って、ふるさと納税も増えるということでよろしいですか。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 今、ふるさと納税がしっかり増えるように取り組んで

おります。見込みより多い収入を考えております。しっかりふるさと納税に取り組

んでまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

○６番（吉川義雄君） はい、いいです。 
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○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） これで質疑を終わります。 

次に、承認第３号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２５号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２６号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２７号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２８号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２９号について、質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第３０号について、質疑ありませんか。 

吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） ちょっといくつかあるんですが、まず、最初に１１ページ、総

務費、一般管理費で委託料として、ペーパーレス会議システム導入委託料が今回計

上されています。当初予算にもありました。先ほどの説明では、システムを変更と

いう話もありました。 

経費削減につながるから、システムの変更というふうに理解したのですが、この

ペーパーレス会議システム導入というのは、３月議会に当初、提案されて、新しい

一つの取り組みが行われるということで思っていたのですが、あえてと言いますか、

また追加してするのは、当初そういうところまで見込んでおられなかったのか。今

後、事業を進めて、またペーパーレス関係の費用というのが増えてくるんじゃない

かなと懸念するんですが、その点はどうでしょうか。一点、お伺いします。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 
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○総務課長（濤岡美智代さん） ペーパーレス会議システムでございますけれども、無

線アクセスポイントをコンセントにつなぐだけでの機器で導入し、委託料を抑える

とともに自由にアクセスポイントの位置が変えられる利便性を重視することで計画

しておりました。しかし、アクセスポイントの数に応じて、月々の回線利用料が必

要であるため、今回、無線Ｗｉ－Ｆｉ機器に変更することにより、配線工事により

導入費用は高くなりますが、その後の維持経費を削減することができるため、役務

費の電話料を減額し、導入委託料を増額するものでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） これまでは、アクセスポイントを一つずつ、コンセントだった

けども、じゃあＷｉ－Ｆｉに変えるということで、庁舎一括してやるほうが経費が

相当浮いてくるということでなかったですかね。改めてこれを追加するけど、前の

分で減ってくる分があるということですね。と、理解していいですかね。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 今回、配線工事によりまして、今後の維持経費のほう

が削減できるということで、組み替えをさせていただいているところでございます。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

○６番（吉川義雄君） はい。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） 委員会が違っていますので、該当しないところの３点をお尋ね

したいと思います。 

まず、１４ページのところですけれども、ワクチン接種の件です。こちらのほう

は、私は八代北部医療センターでワクチンを５月３１日に接種したのですが、それ

は電話で申し込みをしたところ、２日間頑張ったんですが、だめだったところ、防

災無線でオンラインでできますよということで、それで予約ができるようになりま

した。 

ご近所さんに話を聞いたところ、多い人で１７５回でやっと電話がつながりまし

たと。運が良かった人で一発目でつながりましたという人もいたんですが、そのオ

ンラインの費用というのは八代北部医療センターのほうでの費用で、なぜ早くやっ

てくれなかったのかなと思った次第だったのですが、今回はこの予算計上としては、

当初予算でこういったやってくれたならば、スピーディーにできたかもしれません

が、この委託料と５５万円と６６万円の１２１万円ですか。 

この点は、町が集団接種をやるということで、６４歳以下の人たちを対象にした
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費用ということでよろしいんですかね。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議員、お尋ねの件につきましてですけれども、今回、計上

しております内容につきましては、町で集団接種を行う健康センターで行います分

の予算の計上でございます。 

以上です。 

○議長（米村 洋君） 西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） 昨日、今日と、京都の人口の少ないところのニュースとか、今

朝は唐津市のワクチン接種の情報がテレビで流れていたんですけれども、氷川町の

場合で、この６４歳以下の受付による接種を行うスケジュールは見えていますか。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） ６４歳以下につきましての予定でございますけれども、今

月の下旬から接種に関しての申し込みの発送を行います。それから、年代別に今回

は、段階別に例えば１０歳刻みとかですね、そういった形で予約を開始したいと思

っております。 

以上です。 

○議長（米村 洋君） 西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） そうすると、年齢順での予約システムになっているということ

ですね。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 基本的に年齢別でございます。今回、基礎疾患のほうが優

先になりますので、それを問わず、基礎疾患の方が優先になる形になります。 

○議長（米村 洋君） いいですか。西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） はい。議長、２点目、よろしいですか。 

○議長（米村 洋君） いいですよ。 

○１番（西尾正剛君） ９ページのほうで、ご説明をお願いしたいのですが、雑入のと

ころで、町費補助金返還金ということで１０万２,０００円上がっております。こ

れはどういった内容での返還金なんでしょうか。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） この件につきまして、令和２年度まで氷川町の食生活改善

推進協議会というのがございました。県のほうから補助金が来るわけでございます

けども、コロナ等の関係によりまして事業が実施できなかった分の返還でございま

す。令和２年度分でございます。 

以上です。 
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○議長（米村 洋君） 西尾正剛君。 

○１番（西尾正剛君） 最後に、３点目でお願いいたしますが、１６ページのところで、

説明としては社交金のほうで内示が６,７３６万３,０００円ありまして、地方債は

土木債のほうで４,１００万円の予算立てがされております。 

この３本については、内示で計画書をあげているということで、この内示が来て

いるのでしょうけれども、この３本の工事については、今、計画がなされている道

路整備計画なのか。地区要望に基づくものなのか。それとも建設課のほうで行って

いるパトロールによるものなのか、お答えください。ご説明ください 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） まず、町道島地松本橋線でございますが、こちらは

平成２８年度にありました地区要望の路線でございます。 

次に、町道北川反甫北鹿野線につきましては、道路整備基本計画に載せてありま

す１０年以内に整備を完了する路線でございます。 

その次の町道河原鹿島西網道線につきましては、同じく道路整備基本計画に載っ

ておりまして、平成３０年に鹿島地区のほうから交差点の改良等の要望が出ており

ます。 

以上です。 

○１番（西尾正剛君） ありがとうございました。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

○１番（西尾正剛君） はい。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） １７ページで、一つお伺いします。４０款、消防費、２５目、

災害対策費として、防災公園管理委託等がありますが、今後できる防災公園あと一

つ計画がされていますが、全て管理は委託をしていくという方針でしょうか。確か

町長の一般質問でだったかと思うのですが、そのような話がありましたが、そうい

うことでしょうか。 

そして、委託の内容等については、どうされるのでしょうか。例えば今、野津防

災公園もできましたが、何名かでされると思うのですが、その付近の契約をどのよ

うにされるのかも併せてちょっとお聞かせください。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 防災公園の委託でございますけれども、管理でござい

ますが、町の公園ということになりますので、今後につきましても委託ということ

で考えております。 

今回の宮原防災公園につきましては、宮原地区の有志の方で宮原防災公園管理組



 

－ 24 － 

合ということを設立していただくことになり、そちらのほうに管理をお願いする予

定で計画しております。 

以上でございます。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 確か、そういう方向で今後やっていきましょうという話があっ

たんですが、例えばその公園ができた地域ではなくて、今、言われたのでいけば、

宮原全体で管理組合をつくってもらって、そこで維持管理をきちんとしてもらう契

約を結ぶということですか。そこにできている区ではなくて、全体ですか。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 宮原防災公園につきましては、まず下宮地区のほうに

ご相談させていただきました。そして、日頃から、その公園を使っている方々が管

理組合を設立して管理をしていただくということになりましたので、宮原地区下宮

ではなくて、宮原地区の有志の方ということで組織されております。 

以上でございます。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） あとは委員会でたぶん審査されると思いますので、次にもう一

つ、１８ページ、５目、社会教育総務費委託料、弁護士委託料ですが、裁判だから

着手金という形になるのかと思いますが、これまでもたくさんお金がいったんじゃ

ないかと思うんですけども、裁判の見通しからしてどうなのか。裁判以外の方法は

もう考えられないということで、するということだろうと思いますが、見通しどう

でしょうか。 

○議長（米村 洋君） 生涯学習課長、荒平健二君。 

○生涯学習課長（荒平健二君） 生涯学習課から説明いたします。 

見通しと、とりあえずこの補正予算で上げている分につきましては、弁護士報酬

の着手金とその他に係る旅費及び収入印紙等の費用を計上させていただいておりま

す。 

見通しとしましては、５月１０日付で控訴をしておりますので、今から裁判のほ

うが福岡高裁にて進んでいくものと考えております。 

以上です。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 当事者は、私の目の前だから、いつも気になってはいるんです

けど、しかし法に則ってやる以上は、きちんと決着つけてもらいたいなというふう

に思っているわけですが、いろんな地元の人たちの情報をちょっと聞いているので

すが、ここではちょっと裁判に係る関係でちょっと言えませんけど、もうちょっと
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しっかり現状が、その後どうなっているかをよく調べて、裁判をぜひやっていただ

きたいというふうに思います。 

私はあの古墳の問題では、以前、周辺を削られたときに、そのときすぐ当時の教

育長も含め教育課長にも、こういうことが起きていますよと、かなり以前、話しし

たことがあるんですね。だから、いろんな知恵をしっかり絞ってやらないと、この

前の結果は、私は町に大変不利だったなというふうに思っているんですね。だから、

いろんなそういうのを、ただ弁護士にお願いするだけではなくて、調査もしっかり

してやっていただきたいと。でないと費用が、ますますかさむだけではないかなと、

その点どうですか。 

○議長（米村 洋君） 生涯学習課長、荒平健二君。 

○生涯学習課長（荒平健二君） また、弁護士さんと相談をしながら、内容を精査しま

して、高等裁判所のほうにいろいろ意見のほうを申し上げていきたいというふうに

考えております。 

以上です。 

○６番（吉川義雄君） よろしくお願いします。 

○議長（米村 洋君） 教育長、ちょっとこの件に対して説明してください。 

○教育長（太田篤洋君） この後の見込みはというようなお話でありましたけれども、

先般、全員協議会でご説明を申し上げたとおり、町としてはこの控訴の問題、福岡

高裁については、しっかりと町の主張を伝えてまいりたいというふうに思っており

ます。 

これまで行政とまた議員の皆さま方のしっかりした応援をいただきながらやって

きておりますので、しっかりとうちの主張をですね、認めていただくように努力を

していきたいと思っています。 

ただ、先ほどその地域の人たちが、いろんな考えを持っておられる方がおられる

と、その意見を聞いてみられたらいかがですかというようなご趣旨だったと思いま

すけれども、そのところは、また精査する必要もあるのかどうかも含めて、吉川議

員さんのそういう情報を持っておられたら、お知らせいただきたいというふうに思

ったところであります。 

いずれにしろ、しっかりと対応していかなければならないと、そういう決意でお

ります。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

○６番（吉川義雄君） はい。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

西尾正剛君。 
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○１番（西尾正剛君） 今の件は、委員会の中で、控訴の内容あたりも含めたところで、

詳しくお伺いしたいと思いますが、今、担当課長の説明では着手金という説明もあ

ったんですけれども、判決の内容が町が望む判決ではなかったから控訴ということ

になったんでしょうけれども、弁護士を変えるつもりですか。変えるならば、この

変えた場合、着手金が発生するんでしょうけれども、同じ弁護士で控訴の状況を考

えているのか、新たな弁護士さんをお願いするのか、その点いかがでしょう。 

○議長（米村 洋君） 生涯学習課長、荒平健二君。 

○生涯学習課長（荒平健二君） 弁護士を変えるつもりはありません。着手金といいま

すのは、以前、第一審のときには着手金をお支払いしているんですけれども、それ

は第一審が終了するまでという契約になっております。 

でありますので、今度から第二審が始まりますので、その着手金については別途

必要になるということで、この金額が上がっているところになります。弁護士のほ

うはそのまま、第一審のときの弁護士の先生をそのままお願いする予定としており

ます。 

以上です。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

○１番（西尾正剛君） はい、ありがとうございました。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号から議案第３０号まで、

お手元に配りました議案付託表のとおり、それぞれの常任委員会に付託したいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第２号から議案第３０号までは、議案付託表のとおり、それぞ

れの常任委員会に付託することに決定しました。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時２３分 


